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一般質問（6人）

委員会活動報告

議会報告会・意見交換会

どっこい､この町に生きる

2

6

12

16

20

一般質問の動画はこちらから
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　日
南
町
議
会
の
12
月
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
２
日
間
に
わ
た
り
中
村
町
政
２
期
目
に
向
け
た
政
策
提
言
や
現
状
の
課
題
な
ど

に
対
し
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
、
日
南
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
４
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
全
13
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

︵
議
決
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
︶

議
決
し
た
お
も
な
議
案

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

◆
道
の
駅
﹃
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷
﹄

　指
定
管
理
者
の
名
称

㈱
サ
ク
セ
ス
　
代
表
取
締
役
　
和
泉 

亨

坂
出
市
西
大
浜
北
２
丁
目
１
番
地
11
号

　管
理
を
行
わ
せ
る
期
間

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日

◆
ふ
る
さ
と
日
南
邑
及
び
緑
の
館

　指
定
管
理
者
の
名
称

テ
ッ
ク
㈱
　
代
表
取
締
役
　
上
村 

勝
文

大
阪
市
中
央
区
船
越
町
一
丁
目
３
番
５
号

　管
理
を
行
わ
せ
る
期
間

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日

◆
ゆ
き
ん
こ
村

電気・燃料の高騰による 支払いなど総額 6409万円

12月定例会
12月６日〜12月13日(8日間)

12月定例会

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

　工
事
名

　町
道
霞
福
塚
線
法
面
対
策
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
｟
下
石
見
２
工
区
｠

工
事
場
所
　
日
南
町
下
石
見

契
約
の
相
手
方
　

　
　
　
日
野
郡
日
南
町
生
山
11
番
地
１

　
　
　
有
限
会
社
　
岡
田
建
設

　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
岡
田
　
浩
徳

契
約
金
額
　
５
５
，
８
８
０
，
０
０
０
円

日
南
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

日
南
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
日
南
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
と
、
日
南
町
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
を
そ
れ
ぞ
れ
一
部
改
正

　指
定
管
理
者
の
名
称

㈱
創
環
　
　
代
表
取
締
役
　
北
村 

道
明

西
伯
郡
南
部
町
寺
内
６
０
４
番
地
１

　管
理
を
行
わ
せ
る
期
間

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日

一
般
会
計
補
正
予
算

◆
町
有
財
産
整
備
管
理
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
０
０
万
円

　
厳
冬
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
施
設
の
修

繕
に
備
え
る
た
め
、
公
共
施
設
の
建
物
設

備
等
修
繕
料
を
増
額

◆
障
害
者
自
立
支
援
制
度
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　５
６
６
万
円

　
報
酬
改
定
に
伴
う
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
費
の
増
額
及
び
、
事
業
費
の
確
定
に
伴

う
国
庫
・
県
負
担
金
・
補
助
金
の
返
還

◆
予
防
衛
生
一
般
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
５
５
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
乳
幼

児
接
種(

６
か
月
～
４
歳)

の
会
場
整
備
に

係
る
経
費
及
び
、
乳
幼
児
接
種
対
象
者
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

◆
外
国
語
教
育
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
５
１
万
円

　
シ
ア
ト
ル
派
遣
事
業
を
延
期
し
た
こ
と

を
勘
案
し
、
派
遣
生
徒
を
５
名
追
加

電気の使用量は概ね例年通りだが、電

気料金の高騰により庁舎電気代が不足

庁舎管理事務

（３６０万円）

日南清掃センターの電気料不足を

補填

塵芥処理事業

（４７５万円）

再開予定のシアトル派遣における燃料

価格高騰、円安による特別給油付加運

賃の上昇による増額

外国語教育推進事業

（３９９万円）

日南病院の燃料費不足による一般

会計負担金の増額

病院運営事業

（１２６０万円）

ここに
注目 おもな電気・燃料の高騰による支払い増などによる負担増

　ロシアによるウクライナ侵攻に端を発した世界の経済情勢は、ますま

す混迷を深め終息の兆しが見えない。影響は顕著で電気、燃料の高騰は

とどまる気配が見えず、その負担の追加2787万円をはじめ、6409万円の

補正予算を可決した。

電気料金の高騰による増額及び

LPガス使用量の増による燃料費

の増額

学校管理運営事務

小学校費　　　中学校費

（１２９万円）（１６５万円）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

◆
保
険
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　６
３
０
６
万
円

　
一
般
被
保
険
者
分
療
養
給
付
費
及
び
、

高
額
療
養
費
、
葬
祭
諸
費
等
の
増
加

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

◆
居
宅
介
護
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　２
０
１
万
円

　
介
護
予
防
支
援
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
一

部
委
託
料
の
増

簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

◆
施
設
整
備
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　５
４
２
万
円

　
漏
水
調
査
に
伴
う
管
路
等
修
繕
費
の
増
額

９
カ
所(

多
里
３
カ
所
、
宮
内
１
カ
所
、

下
石
見
４
カ
所
、
上
石
見
１
カ
所)

　
漏
水
調
査
に
伴
う
給
水
管
布
設
替
え
工

事
、
落
雷
被
害
に
よ
る
機
器
更
新
費
の
増

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　収
益
的
収
支

　
　６
４
４
万
円

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
診
療

材
料
費
の
増
額
。
医
療
機
器
・
施
設
設
備

の
修
繕
な
ど
の
実
績
増
加

　
　資
本
的
支
出

　
　１
９
２
万
円

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
用
パ
ソ
コ
ン
の
購

入
及
び
除
細
動
器
の
更
新

一般会計補正予算

朝日に映えるゆきんこ村四季彩
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用
パ
ソ
コ
ン
の
購

入
及
び
除
細
動
器
の
更
新

一般会計補正予算

朝日に映えるゆきんこ村四季彩



−４−

12月定例会可決・認定した議案
○可決した議案

論討

○賛否内訳

○ ○○ ○ ○○ −

近
藤
　
仁
志

大
西
　
　
保

久
代
　
安
敏

坪
倉
　
勝
幸

古
都
　
勝
人

山
本
　
芳
昭

荒
木
　
　
博

岡
本
　
健
三

櫃
田
　
洋
一

岩
﨑
　
昭
男

○× ×

※山本芳昭議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。

決採

　　　久代安敏議員
　シアトル派遣は教育の機会均等の面から当初予算

でも反対した。再開するなら修学旅行として位置づ

け、すべての子どもが参加できるようにすべき。

反対

賛成　　　櫃田洋一議員
　シアトル派遣は特筆する町の事業であり、推進す

べき。希望者も多く、みな熱い思いを持っている。

現地での経験を通して非認知能力も養える。

　　　岡本健三議員
　シアトル派遣は多額の自己負担があり、物価高騰

で家計が厳しいなか再開すべきではない。すべての

子育て世帯が恩恵を受けられる施策を優先すべき。

反対

賛成　　　古都勝人議員
　シアトル派遣は修学旅行的な発想もあるが、行き

たくないとの声もある。今後時間をかけて議論すべ

き問題であり、今回は予算通り実施すべき。

○賛否内訳

○○ −

近
藤
　
仁
志

大
西
　
　
保

久
代
　
安
敏

坪
倉
　
勝
幸

古
都
　
勝
人

山
本
　
芳
昭

荒
木
　
　
博

岡
本
　
健
三

櫃
田
　
洋
一

岩
﨑
　
昭
男

× × × × × × ×

※山本芳昭議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。

決採

一般会計補正予算（第6号）

国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

介護保険特別会計補正予算（第1号）

介護サービス事業特別会計補正予算（第1号）

簡易水道事業会計補正予算（第2号）

下水道事業会計補正予算（第2号）

病院事業会計補正予算（第1号）

日南町職員の給与に関する条例

日南町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例

令
和
４
年
度
補
正
予
算

条
例
の

一
部
改
正

そ
の
他

工事請負契約の締結について

（町道霞福塚線法面対策工事（下石見2工区））

公の施設に係る指定管理者の指定について

（道の駅にちなん日野川の郷）

公の施設に係る指定管理者の指定について

（農林漁業体験実習施設ゆきんこ村）

公の施設に係る指定管理者の指定について

（農林業体験実習施設ふるさと日南邑及び日南

　町緑地等利用施設緑の館）

……賛否の分かれたもの

○否決した議案

発
議

マイナンバーカードの発行による健康保険証の

廃止及びオンライン資格確認の医療機関への原

則義務化の撤回を求める意見書提出について

発
議 論討

　　　近藤仁志議員
　高齢者にとってカード枚数が減り利便性が良くな

る。手厚い支援体制は必要だが、任意の取得で検証

した上で義務化を進める発想に間違いはない。

反対

賛成　　　久代安敏議員
　任意の制度なのに保険証を廃止して強要しようと

している。後期高齢者などスムーズに取得できるか

不安である。政府への信頼が希薄で浸透してない。

−５−

にちなん議会だより　令和５年１月発行　No.170

押
し
す
る
の
が
、
大
人
の
責
任

で
あ
る
。

　
　
意
欲
が
あ
る
生
徒
を
育
て

た
い
と
は
言
え
、
義
務
教
育
課

程
で
の
海
外
派
遣
に
は
問
題
が

あ
る
の
で
は
。

　
　
子
供
の
意
欲
に
年
齢
は
関

係
な
い
。
確
か
に
全
員
参
加
が

理
想
で
は
あ
る
が
、
今
回
は
是

非
と
も
実
現
し
た
い
。

　
　漏
水
調
査

　
　
漏
水
調
査
に
と
も
な
う
給

水
管
布
設
替
工
事
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
現
在
の
漏
水
率
は
。

　
　
漏
水
率
と
い
う
表
記
は
し

な
い
が
、
有
収
水
量
率
は
今
回

の
調
査
で
90.2
％
に
改
善
し
た
。

　病
院
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
の
内
容

と
実
績
は
。

　
　
病
棟
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
対

応
し
て
い
た
が
、
大
画
面
の
モ

ニ
タ
ー
に
よ
る
面
会
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
面
会
は
毎
月
15

～
20
家
族
。

　
　
職
員
給
与
条
例
の
改
正
に

よ
る
給
与
費
の
増
減
額
は
。

　
　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
増
額

を
想
定
し
て
い
た
が
、
今
回
は

職
員
全
体
で
は
増
減
な
し
と

な
っ
た
。

　
　凍
結
防
止

　
　
公
共
施
設
の
凍
結
防
止
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　
統
一
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

な
い
。
今
後
検
討
す
る
。

　
　消
防
車
両

　
　
日
本
消
防
協
会
よ
り
寄
贈

さ
れ
る
消
防
車
両
は
。

　
　
現
在
使
用
し
て
い
る
消
防

広
報
車
は
廃
車
し
、
消
防
防
災

活
動
に
供
用
す
る
。

　
　シ
ア
ト
ル
派
遣

　
　
シ
ア
ト
ル
へ
の
派
遣
事
業

は
、
家
庭
の
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
行
き
た
く
て
も
参
加
で
き

な
い
生
徒
が
い
る
の
で
は
。

　
　
子
供
た
ち
が
積
極
的
に
海

外
で
学
び
た
い
と
の
思
い
を
後

公
募
に
よ
ら
な
い
指
定
管
理
施

設
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
今

後
の
施
設
修
繕
の
考
え
方
は
。

　
　
建
設
後
の
経
年
劣
化
に
よ

る
改
修
の
要
望
に
は
、
限
ら
れ

た
予
算
の
範
囲
内
で
対
応
す
る
。

　条
例
の
一
部
改
正

　
　給
与
引
き
上
げ

　
　
0.3
％
の
給
与
引
き
上
げ
と

な
っ
て
い
る
が
、
職
員
全
体
の

人
件
費
増
額
は
。

　
　
２
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

　
　
日
南
病
院
職
員
も
同
じ
考

え
方
か
。

　
　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
同

様
に
改
正
し
て
い
る
。

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
と
正

職
員
と
の
賃
金
格
差
が
拡
大
す

る
の
で
は
。

　
　
今
回
の
勤
勉
手
当
の
引
き

上
げ
は
正
職
員
だ
け
だ
が
、
国

で
も
処
遇
改
善
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

　補
正
予
算

　
　職
員
給
与

続
け
る
。

　
　
町
か
ら
の
指
定
管
理
料
は
、

黒
字
に
な
れ
ば
町
に
返
納
さ
れ

る
の
か
。

　
　
管
理
委
託
料
の
減
額
も
あ

り
得
る
が
、
現
在
は
赤
字
経
営

で
あ
り
新
年
度
予
算
編
成
で
交

渉
す
る
。

　
　
事
業
計
画
に
、
餅
の
加
工

販
売
が
６
千
万
円
と
あ
る
が
、

そ
の
根
拠
は
。

　
　
日
南
町
産
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の

加
工
販
売
が
目
標
で
あ
る
。

　
　日
南
邑

　
　
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
管
理

棟
の
指
定
管
理
は
。

　
　
現
在
考
え
て
い
な
い
。

　
　
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置

計
画
が
あ
る
が
。

　
　
電
気
代
の
高
騰
で
指
定
管

理
者
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
　ゆ
き
ん
こ
村

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
に

よ
る
波
及
効
果
は
。

　
　
夏
場
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
し

て
町
内
外
か
ら
の
集
客
に
活
か

さ
れ
た
。

　
　
日
南
邑
と
ゆ
き
ん
こ
村
は
、

　指
定
管
理

　
　道
の
駅

　
　
応
募
の
件
数
は
。

　
　
サ
ク
セ
ス
を
含
め
て
２
件

で
、
両
者
と
も
県
外
の
事
業
者
。

総
合
的
な
評
価
が
高
い
方
を
選

定
し
た
。

　
　
道
の
駅
の
「
一
品
一
円
」

に
つ
い
て
指
定
管
理
者
は
ど
の

よ
う
な
認
識
か
。
ま
た
、
出
荷

者
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
指
定
管
理
者
が
Ｊ‐

ク
レ

ジ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
で
、

理
解
さ
れ
て
い
る
。
更
に
取
り

組
み
を
強
化
す
る
。

　
　
過
去
５
年
間
の
総
括
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
で
客
数
が
減

少
す
る
中
、
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営

や
新
商
品
開
発
な
ど
の
努
力
を

評
価
す
る
。

　
　
買
取
販
売
の
見
通
し
は
。

　
　
引
き
続
き
業
者
と
交
渉
を

問問問問問問問問問問 問問 答答答答答答答答答答

問問問問問問問問 答答答答答答答答

問問問問問問 答答答答答答答答

問問問問問問問問 答答

問問問問問問 答答答答答答

答答答答答答

もっとくわしく質疑応答

　提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
多
く
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。



　
シ
ア
ト
ル
派
遣
は
学
校
教
育
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
を

挙
げ
て
の
国
際
交
流
で
あ
る
べ
き
。

　
大
賛
成
で
あ
る
。

　
国
際
交
流
の
考
え
を
町
民
の
皆
さ

ん
に
発
信
し
て
も
ら
っ
た
り
、
企
画
、

交
流
の
場
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
い
よ
」
と
い

う
環
境
を
作
り
た
い
と
言
わ
れ
る
が
。

　｢

や
っ
て
良
か
っ
た｣｢

続
け
て
良
か

っ
た｣

と
思
っ
て
も
ら
え
る
仕
組
み
運

営
が
大
事
。
そ
う
し
な
い
と
健
康
づ

く
り
に
な
ら
な
い
。

−６−

言葉は人をつなぐ…じゃんけん列車

問問

答答

　
「
共
創
と
協
働
で
進
む
ま
ち
へ
」

を
掲
げ
た
２
期
目
は
。

　
関
係
機
関
の
様
々
な
分
野
の
専
門

知
識
と
技
術
を
取
り
込
ん
で
い
く
。

　
多
様
な
意
見
や
指
導
も
い
た
だ
き

な
が
ら
協
働
で
進
み
模
索
し
な
が
ら

挑
戦
す
る
。

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て

デ
ジ
タ
ル
活
用
を
掲
げ
て
い
る
が
、

携
帯
電
話
の
不
感
場
所
を
な
く
す
こ

と
が
大
切
。
少
な
く
と
も
町
内
の
事

業
所
は
つ
な
が
る
よ
う
に
す
る
べ
き

で
は
。

　
方
針
と
し
て
、
国
の
補
助
金
を
活

用
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
携
帯
電
話
会
社
の
実
際
の
動
き
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し

て
い
る
の
で
国
・
県
を
通
じ
て
働
き

か
け
て
い
く
。

　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の

中
に
全
国
津
々
浦
々
ま
で
携
帯
電
話

が
つ
な
が
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
の
で
、
現
状
を
伝
え
な
が
ら
で

き
る
形
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

　
シ
ア
ト
ル
派
遣
は
日
南
町
の
特
筆

す
べ
き
事
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
現

在
の
情
勢
を
考
慮
す
る
と
難
し
い
決

断
だ
っ
た
の
で
は
。

　
夏
休
み
以
降
検
討
し
始
め
、
コ
ロ

ナ
禍
が
終
息
し
て
い
な
い
中
で
今
年

度
も
難
し
い
と
思
っ
て
い
た
。

　
渡
航
制
限
が
緩
和
さ
れ
シ
ア
ト
ル

の
状
況
を
聞
く
と
行
き
や
す
く
な
り
、

子
供
た
ち
を
派
遣
し
て
や
り
た
い
気

持
ち
が
強
く
な
っ
た
。

　
令
和
元
年
度
当
時
中
学
生
で
現
在

高
校
生
の
10
人
の
う
ち
８
人
が
希
望

し
、
強
い
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
こ

と
が
後
押
し
に
な
っ
た
。

答答

　中
村
町
長

答答

　青
戸
教
育
長

答答

　教
育
長

答答

　町

　長

答答

　町
長

中村町政２期目の決意は

地方創生の推進

−町民が誇りを持てるまちづくり−

問問

国
際
交
流

問問

日
南
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
︵
仮
称
︶

問問

デ
ジ
タ
ル

問問

再
開
へ
の
決
意

問問

共
創
と
協
働

一般質問
一般質問

答答と問問

櫃田洋一 議員

パイクプレイスマーケットでの実践会話

　
被
害
を
受
け
て
い
る
農
家
及
び
下
流

域
の
農
家
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
思
い

な
の
か
。

　
数
十
年
に
対
す
る
苦
労
、
苦
痛
は
大

変
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
し
っ
か

り
と
安
定
し
た
排
水
処
理
が
で
き
る
よ

う
協
議
し
、
前
に
進
め
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
土
地
の
売
買
を
整
理
し
、
地
元
と
協

議
し
て
い
く
。

　
町
長
選
挙
期
間
中
に
土
地
を
買
わ
な

い
と
表
明
さ
れ
た
が
事
実
か
。

　
事
実
で
あ
る
。

　
庁
舎
内
で
協
議
を
さ
れ
た
の
か
。

　
今
ま
で
の
経
緯
を
参
考
に
自
身
で
決
断
し
た
。

　
地
元
は
今
で
も
陳
情
の
思
い
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。
町
長
自
ら
説
明
さ
れ

て
は
ど
う
か
。

　
地
元
へ
の
考
え
を
伝
え
る
機
会
を

作
っ
て
行
き
た
い
。

　
新
規
Ｊ

−

ク
レ
ジ
ッ
ト
申
請
と
現
在
の

保
有
量
は
。

　
令
和
５
年
度
に
申
請
を
し
、
令
和
６

年
度
の
取
得
予
定
で
あ
る
。
森
林
組
合

よ
り
２
０
０
０
ト
ン
を
購
入
し
、
現
在

２
３
３
３
ト
ン
あ
る
。

　
8
0
0
0
円
／
ｔ
か
ら
当
初
の

1
0
0
0
0
円
／
ｔ
に
戻
す
考
え
は
。

　
継
続
し
て
購
入
さ
れ
る
企
業
も
あ
り
、

当
面
は
金
額
を
戻
す
考
え
は
な
い
。

　
昨
年
３
月
の
施
政
方
針
で
「
グ
リ
ー

ン
ド
リ
ー
ム
計
画
」
を
策
定
す
る
と
発

表
さ
れ
た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
年
内
に
素
案
を
環
境
審
議
会
委
員
に

提
示
し
、
年
度
内
に
完
成
す
る
よ
う
策

定
中
で
あ
る
。

　
過
去
の
計
画
は
、
実
態
が
伴
っ
て
い

な
い
。
日
南
町
環
境
基
本
計
画
連
絡
推

進
会
議
は
、
昨
年
度
と
今
年
度
、
開
催

さ
れ
た
の
か
。

　
開
催
し
て
い
な
い
。

　
座
長
は
副
町
長
で
あ
る
が
認
識
し
て

い
る
か
。

　
認
識
し
て
い
な
い
。

　
来
年
度
か
ら
の
第
４
次
計
画
は
、
過

去
15
年
間
の
反
省
を
基
に
作
成
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
素
案
が
出
来

た
段
階
で
内
容
を
精
査
し
な
が
ら
進
め

て
行
く
。

−７−

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　高
柴
住
民
課
長

答答

　丸
山
副
町
長

答答

答答

　中
村
町
長

土地購入断念の考えを

　　　　　地元に説明を

考えを伝える機会をつくる

問問

セ
ン
ト
ラ
ル
農
場
の
環
境
問
題

問問

今
後
の
対
応
は

問問

土
地
購
入
断
念

問問

決
断
に
至
っ
た
経
緯

問問

地
元
へ
の
説
明
は

問問

Ｊ−

ク
レ
ジ
ッ
ト

問問

販
売
単
価
の
見
直
し
は

問問

実
効
性
の
あ
る
計
画
作
成
を

問問

環
境
基
本
計
画
の

進
捗
状
況
は

問問

連
絡
会
議
の
開
催
実
績

問問

連
絡
会
議
の
座
長

町政のここが聞きたい
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大西　保 議員

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

問問

答答



　
伯
備
線
に
隣
接
し
て
い
る
関
係
で
、

最
先
端
医
療
機
器(

M
R
I
等)

の
導

入
が
困
難
と
説
明
を
受
け
た
が
。

　
そ
う
い
っ
た
背
景
や
、
急
峻
な
山
に

接
し
て
い
る
こ
と
、
高
低
差
の
あ
る
立

地
な
ど
も
念
頭
に
考
え
る
。
平
場
の
ほ

う
が
ロ
ー
コ
ス
ト
で
済
む
こ
と
も
加
味

し
総
合
的
な
判
断
と
な
る
。

　
山
里
L
o
a
d
に
ち
な
ん
の
今
後
の

活
動
内
容
と
課
題
は
。

　
今
年
度
も
ヒ
メ
ボ
タ
ル
お
も
て
な
し
、

銀
杏
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
関
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
外
部
ス
タ
ッ
フ
を
今
後

観
光
振
興
の
協
力
者
と
し
て
人
材
バ

ン
ク
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
た
滞
在
時
間
の

延
長
も
考
え
て
い
る
。

　
共
創
・協
働
で
進
む
ま
ち
を
２
期
目
の

柱
に
据
え
て
お
ら
れ
る
が
狙
い
は
。

　
２
期
目
も
行
政
だ
け
で
解
決
で
き
な

い
案
件
な
ど
民
間
企
業
、
大
学
、
住
民

等
と
の
共
創
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
。

−８−

近藤仁志 議員

整備計画が動き出す日南病院

　
中
心
地
域
の
整
備
計
画
が
見
え
て
こ

な
い
。
進
捗
と
今
後
の
方
針
を
。

　
大
田
原
地
区
に
関
し
て
は
整
理
す
べ

き
課
題
も
多
く
あ
り
、
現
状
整
備
計
画

を
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
令
和

５
年
度
か
ら
中
心
地
域
活
用
に
向
け

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
検
討
し
て
い
く
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
は
住
民

に
と
っ
て
利
便
性
の
向
上
に
繫
が
る

し
、
若
者
か
ら
は
公
園
整
備
を
望
む
声

が
多
い
。

　
住
民
が
利
活
用
す
る
上
で
効
果
的
な

場
所
を
重
要
視
し
て
い
る
の
で
、
コ
ン

パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
は
継
続
し
て
い

く
。
子
育
て
世
代
か
ら
の
公
園
整
備
も

念
頭
に
置
い
て
い
る
。

　
太
田
原
地
区
の
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
早
急
に
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
多
様
性
を
も
っ
た
使
用
目
的
に
な
る

の
で
、
先
行
し
た
形
で
解
消
に
向
け
た

整
備
は
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
新
病
院
建
築
プ
ラ
ン
の
検
討
を
始
め

る
と
政
策
提
言
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
そ
の
内
容
は
。

　
日
南
病
院
は
昭
和
37
年
に
開
設
し
、

建
物
を
昭
和
48
年
に
新
築
、
そ
の
後

約
50
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
。
医
療
機
能
、
施
設
設
備
及
び
財

源
を
含
め
、
新
た
な
日
南
病
院
整
備

計
画
を
具
体
化
し
進
め
る
。

　
新
築
を
念
頭
に
し
た
政
策
提
言
か
。

　
新
築
を
基
本
に
構
想
を
持
っ
て
い
る
。

最
終
的
に
は
財
源
も
考
慮
し
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
て
判
断
す
る
。

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

中心地域整備計画が見えない

活用に向け住民アンケート、

　　　ワークショップを開催

問問

観
光
振
興

問問

共
創
・
協
働

問問

中
心
地
域
整
備

問問

コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
構
想

問問

新
病
院
建
築
プ
ラ
ン

問問

建
築
の
場
所

問問

建
築
内
容

問問

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
解
消

一般質問
一般質問

答答と問問

問問

答答

　
農
業
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
低
減
を

図
る
取
組
み
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
県
と
共
同
で
進
め
て
い
る
基
本
計
画

を
基
に
、
堆
肥
の
活
用
や
担
い
手
の
育

成
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
す
る
。

　
町
内
及
び
地
域
の
人
と
農
地
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
ど
う
進
め

る
の
か
。

　
担
い
手
だ
け
で
は
な
く
自
治
会
な
ど

幅
広
い
関
係
者
も
含
め
、
農
業
の
面
か

ら
見
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
話
合
い

を
行
っ
て
い
く
。

　
農
業
委
員
会
は
、
目
標
地
図(

素
案)

の
作
成
に
ど
う
取
組
む
の
か
。

　
守
る
べ
き
農
地
に
つ
い
て
所
有
者
と

耕
作
者
の
意
向
を
把
握
し
、
農
業
委
員

と
農
地
最
適
化
推
進
員
が
中
心
と
な
り

取
組
む
。

　
地
域
計
画
に
基
盤
整
備
の
推
進
を
盛

り
込
み
、
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
生
産
性
の
向
上
や
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
に
資
す
る
基
盤
整
備
を
、
地
域
の

要
望
に
基
づ
き
事
業
を
進
め
た
い
。

　
農
業
所
得
の
向
上
の
取
組
み
は
。

　
低
コ
ス
ト
化
、
省
力
化
を
図
り
な
が

ら
、
販
売
価
格
を
生
産
者
が
決
め
る
取

組
み
な
ど
販
売
力
の
強
化
、
さ
ら
に
高

付
加
価
値
化
を
目
指
す
。

　
町
立
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
設
置
や
イ
ン

タ
ー
ン
制
度
を
普
及
し
て
ミ
ス
マ
ッ
チ

の
解
消
に
取
組
む
べ
き
。

　
お
仕
事
バ
ン
ク
｟
シ
ョ
ー
ト
タ
イ
ム

ワ
ー
ク
｠
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
町
外
か
ら
若
い
力
を
町
内
に
取
り
込

む
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
と
定
着

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
も
活
用
し
、
隊
員

の
募
集
を
し
て
い
く
。

　
狙
っ
た
層
へ
突
き
刺
さ
る
ア
ピ
ー
ル

を
し
な
け
れ
ば
応
募
者
が
な
い
。

　
全
国
で
協
力
隊
の
取
り
合
い
が
あ
る
。

有
効
な
募
集
方
法
を
検
討
し
た
い
。

　
来
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
編
成
の
方
針
は
。

　
総
合
計
画
な
ど
各
種
計
画
と
の
整
合

を
図
り
、
S
D
G
s
目
標
達
成
に
向
け

た
取
組
み
、
物
価
高
騰
対
策
な
ど
町
民

の
生
命
・
健
康
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
と
す
る
。

　
骨
太
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
予
算
編
成
の
段
階
で
盛
り
込
む
。

−９−

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　島
山
企
画
課
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

答答

　中
村
町
長

答答

　梅
林
農
業
委
員
会
会
長

人・農地プランの

　　　　地域での話し合いは

担い手だけでなく

幅広い関係者の参加を求める

問問

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略

問問

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
法
定
化

問問

地
域
計
画

問問

農
業
基
盤
整
備
事
業

問問

協
力
隊
募
集

問問

予
算
編
成
方
針

問問

事
業
計
画

問問

所
得
向
上

問問

求
人
と
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

問問

地
域
お
こ
し
協
力
隊

町政のここが聞きたい
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白谷で進められた圃場整備

坪倉勝幸 議員

問問

答答



　
介
護
認
定
調
査
で
半
数
以
上
が
難

聴
と
の
結
果
だ
が
、
町
全
体
で
は
何
人

く
ら
い
が
難
聴
な
の
か
。 

　
聴
覚
障
害
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方

が
26
人
い
る
。

　
国
の
基
準
が
厳
し
く
、
ほ
と
ん
ど
の

加
齢
性
難
聴
は
聴
覚
障
害
と
認
め
ら

れ
な
い
。
町
に
よ
る
補
助
が
必
要
で
は
。

　
他
町
の
状
況
も
見
な
が
ら
今
後
の
方

向
性
を
出
し
て
い
く
。
　

　
在
宅
介
護
の
た
め
に
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
受
け
入
れ
枠
を
増
や
し
て
は
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
で
受
け
入
れ
を
制
限
し

て
い
る
。
一
定
の
受
け
入
れ
枠
は
必
要

で
あ
る
。

　
平
成
28
年
に
比
べ
正
職
員
が
２
割
以

上
減
っ
て
い
る
。
中
途
退
職
者
が
多
い

の
が
問
題
で
は
。

　
内
部
事
情
で
退
職
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
改
め
る
べ
き
。
現
場
と
の
意
見
交

換
の
中
で
努
力
を
促
し
て
い
く
。
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空になった豚舎（12月12日撮影）

　
町
は
豚
の
頭
数
や
設
備
の
変
更
を
実

地
で
確
認
し
た
か
。

　
12
月
12
日
の
県
の
立
入
調
査
に
町
も

同
行
し
て
現
地
を
確
認
す
る
。

　
適
正
な
購
入
金
額
や
交
渉
の
進
め
方

な
ど
を
顧
問
弁
護
士
や
専
門
家
と
相

談
し
た
か
。

　
し
て
い
な
い
。
金
額
が
大
き
過
ぎ
て
、

現
実
的
に
購
入
は
で
き
な
い
。

　
農
場
購
入
に
つ
い
て
県
知
事
に
町
長

が
直
接
説
明
し
、
支
援
を
求
め
て
は
。

　
知
事
と
は
話
し
て
い
な
い
。
町
の
姿

勢
と
購
入
金
額
が
最
重
要
で
あ
る
。

　
地
元
住
民
や
議
会
が
購
入
の
撤
回
を

認
め
な
い
と
き
は
。

　
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
全
力
で
お

願
い
を
し
て
い
く
。

　
現
在
、
材
料
費
高
騰
分
の
補
助
を
し

て
い
る
が
、
補
助
を
拡
充
し
て
は
。

　
材
料
費
の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
新

年
度
も
高
騰
分
は
補
助
す
る
。

　
教
材
費
に
比
べ
給
食
費
は
金
額
も
大

き
く
、
子
ど
も
の
多
い
世
帯
は
大
き
な

負
担
と
な
る
。
無
償
化
も
検
討
し
て
は
。

　
若
い
方
達
の
声
を
聞
き
な
が
ら
継
続

し
て
検
討
す
る
。

　
給
食
費
に
加
え
教
材
費
な
ど
も
補
助

す
る
就
学
援
助
を
拡
充
し
て
は
。

　
Ｐ
Ｒ
不
足
で
周
知
で
き
て
な
か
っ
た
。

今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
知
ら

せ
る
。

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　青
戸
教
育
長

答答

　出
口
福
祉
保
健
課
長

答答

　町

　長

　町

　長

答答

土地購入撤回を地元住民や

　　　議会が認めないときは

理解いただけるよう

　　　　　全力でお願いする

問問

就
学
援
助

問問

給
食
費
無
償
化

問問

補
聴
器
購
入
へ
の
補
助

問問

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

問問

加
齢
性
難
聴
へ
の
対
応

問問

在
宅
介
護
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

問問

福
祉
会
の
正
職
員
数

問問

専
門
家
へ
の
相
談

問問

県
知
事
と
話
し
て
は

問問

撤
回
を
認
め
な
い
と
き
は

問問

学
校
給
食
費

一般質問
一般質問

答答と問問

岡本健三 議員

問問

答答

　
法
律
に
は
任
意
の
取
得
で
あ
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
日
南
町
の

発
行
比
率
は
。

　
令
和
４
年
10
月
末
時
点
で
38.4
％
。

　
政
府
は
令
和
６
年
か
ら
健
康
保
険

証
を
廃
止
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
紐
づ
け
る
こ
と
を
決
定
し
て
い

る
が
、
混
乱
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
政
府
に
き
ち
ん
と
し
た
運
用
を
求

め
る
。

　
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の

継
続
を
。

　
外
出
支
援
を
行
い
た
い
と
前
向
き

に
検
討
し
て
い
る
。
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日
南
病
院
の
コ
ロ
ナ
院
内
感
染
は
。

　
11
月
３
日
よ
り
職
員
と
患
者
合
計

24
名
の
院
内
感
染
が
発
生
し
た
。
一

般
病
棟
に
集
中
し
た
こ
と
に
よ
り
応

援
の
た
め
、
外
来
診
療
を
中
止
し
た
。

　
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
に
重
要
で
あ
る
の
で

続
け
る
べ
き
だ
。

　
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
令
和
５
年
１

月
13
日
ま
で
実
施
す
る
。

　
60
周
年
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、

ど
う
反
映
さ
れ
る
の
か
。

　
様
々
な
手
法
を
使
っ
て
、
地
域
医

療
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
た
い
。
特
別
講
演
は
地
域

医
療
確
保
の
た
め
に
参
考
に
す
る
。

　
プ
ラ
ン
の
中
身
は
。

　
新
病
院
建
設
に
つ
い
て
は
、
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。

　
国
と
県
が
進
め
て
い
る
肥
料
高
騰

対
策
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
12
月
上
旬
に
農
業
者
へ
制
度
周
知

を
図
り
、
２
月
末
ま
で
申
請
を
受
け

付
け
る
。

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
金

が
ま
だ
支
払
わ
れ
て
い
な
い
が
。

　
５
万
円
を
給
付
す
る
事
業
に
つ
い

て
、
年
内
に
は
順
次
支
払
い
す
る
。

　
日
本
の
食
料
自
給
率
38
％
と
い
う

実
態
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
第
一
次
産
業
を
基
幹
産
業
と
す
る

町
と
し
て
、
消
費
、
生
産
の
両
面
か

ら
食
料
自
給
率
向
上
に
取
組
む
。

　
農
家
の
所
得
向
上
の
た
め
に
「
中

山
間
地
等
直
接
支
払
交
付
金
」
の
単

価
引
き
上
げ
を
国
に
要
求
し
た
い
。

　
こ
の
制
度
は
地
域
振
興
や
集
落
を

応
援
す
る
交
付
金
で
あ
る
の
で
、
所

得
向
上
は
別
に
協
議
し
て
い
く
。

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　中
曽
病
院
事
業
管
理
者

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

おでかけタクシーチケット

　　　　　　　　助成の継続を

外出支援のため

　　　　　　前向きに検討する

問問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問問

健
康
保
険
証
の
廃
止

問問

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

政
府
の
農
政

問問

所
得
向
上
対
策

問問 問問

肥
料
高
騰
対
策

問問

物
価
高
騰
対
策

問問

コ
ロ
ナ
感
染
対
策

問問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

問問

日
南
病
院
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

問問

新
病
院
建
設
プ
ラ
ン

５年経過したタクシーチケット

町政のここが聞きたい
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久代安敏 議員

問問

答答
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委員会の活動報告

総務教育常任委員会 12月７日

日野上銀杏イベント実績報告（企画課）

・イベント期間：11月5日（土）～20日（日）
・来場者数：4,462人（前年度約10,000人）
　　　　　（内シャトルバス乗車数2,983人）

・協力金収入：636,400円

　今年度から入場する時にイチョウ環境保護協
力金200円（高校生以下無料）をいただいた。
使途については、来場者と会場周辺の安全確保
のための管理費に充当。

■委員からは、協力金の使途、記念品の作成
費、経済効果等、質疑を行った。(次年度に向け
た取り組みへの参考にするとの回答であった｡)

経済福祉常任委員会 12月７日

　10月３日より、朝と夕方は通勤通学を兼ねた
大型バスを運行、日中は往路復路各３便のド
ア・ツー・ドア型のデマンドバスを開始した。

・デマンドバス利用登録者：11月末で1,033人
　　　　　　　　　　　　　（住民の約25％）
・利用状況：39日間で延べ1,504人
　　　　      (１日平均38.6人、１便平均1.3人)
　利用者からは、重い荷物を持ってバス停まで
行かなくてよくなった、また外来受診が終わっ
てから帰られるようになった等の利便性が向上
したとの意見をいただいている。

≪課題≫

①乗降場所がもっと自宅近くにならないか
　企画課と委託事業者が現地確認を行い、車輛
　の小型化も検討している。

②利用方法の周知徹底
　開始前から各まち協、自治会、百歳体操会場
　へ説明に行ったが、要望があれば出向いて説
　明します。

デマンドバスドア・ツー・ドア運行(企画課)

第二団地の木質バイオマス事業（農林課）

　事業者（バイオマスエナジー㈱）より、11月18日に計画を白紙に戻すとの報告があった。

町有林の経営状況（農林課）

　事
業
実
績
は
下
刈
作
業
に
若
干
の
赤
字
も

見
ら
れ
る
が
年
度
ご
と
の
収
支
に
つ
い
て

は
、
補
助
金
も
あ
り
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

収　入

支　出

収　支

木材販売額

造林補助金

持出支援補助金

施業費

分収配当

利益

56,753,985

28,662,744

7,263,228

73,349,180

1,113,227

18,217,550

64,040,641

26,476,718

9,950,200

74,740,600

0

25,726,959

60,346,656

18,927,806

7,808,502

62,283,100

0

24,799,864

内　訳 令和元年度 令和２年度 令和３年度

町有林管理請負事業実績 （円）
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住宅政策及び中心地域調査特別委員会 12月６日

■所感

・屋根の修繕、水回りのリフォームをすること

　で供用延長は可能。

・要望の多い特定公共賃貸住宅としても活用を

　望む。

︵
11
月
︶

１
日

　議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

　
　
　︵
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
︶

２
日

　臨
時
会

　
　
　議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

　
　
　︵
石
見
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
︶

16
日

　南
部
町
議
会
行
政
視
察
受
入

　
　
　︵
タ
ブ
レ
ッ
ト
︶

17
日

　商
工
会
青
年
部
と
の
意
見
交

　
　
　換
会

21
日

　鳥
取
県
町
村
議
会
議
員
研
修

　
　
　会
︵
三
朝
町
︶

29
日

　議
会
運
営
委
員
会

︵
12
月
︶

１
日

　議
会
勉
強
会

６
日

　12
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　住
宅
政
策
及
び
中
心
地
域
調

　
　
　査
特
別
委
員
会

７
日

　総
務
教
育
常
任
委
員
会

議
会
活
動
報
告　

　
　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

８
日

　12
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　︵
一
般
質
問
︶

９
日

　12
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　︵
一
般
質
問
︶

　
　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

13
日

　12
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　全
員
協
議
会

20
日

　全
員
協
議
会

　
　
　総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

23
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

︵
１
月
︶

10
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

12
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

23
〜
24
日

　議
員
研
修
２
名

　
　
　︵
オ
ン
ラ
イ
ン
︶

26
日

　議
員
研
修
２
名

　
　
　︵
オ
ン
ラ
イ
ン
︶

県営　伯南第一団地（建設課）
供用開始：平成11年４月１日

住　　所：日南町三栄1715番地

構　　造：木造二階建8戸、木造平屋建2戸

間　　取：３DK及び２DK

【県営住宅にかかる県の方針】

・市町村管理代行の県営住宅については、市町

　村へ移管を検討。

・移管可能な場合は、県で必要な修繕を行い移

　管手続きを行う。

供用開始：平成４年４月１日

住　　所：日南町生山545番地

構　　造：木造二階建

間　　取：３DK

耐用年限：令和３年度末(令和４年3月31日)

町営　きりしま団地（建設課）

　令和7年に町へ移管が予定されている伯南第一団地と、令和4年3月末に耐用年限を迎えたきりしま団地
の状態を把握するため現地調査を行った。
　また、所得要件が厳しい町営住宅は国に用途の変更届を提出して、承認を得ることで特定公共賃貸住宅
として使用できると説明を受けた。

きりしま団地の屋根の状態を調査

鳥取県町村議会議員研修会
11月21日 三朝町総合文化センター

「議員のコンプライアンスについて」

　講師　元全国都道府県議長会

　　　　事務局次長・議事調査部長

　　　　　　　　　内田一夫　氏

「防災・減災と議会の役割について」

　講師　防災システム研究所所長

　　　　防災アドバイザー

　　　　　　　　　山村武彦　氏
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全員協議会全員協議会
所
管
各
課
か
ら
、
報
告
事
項

や
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

11
月
11
日

◆
養
豚
場
の
排
水
問
題

　
飼
育
頭
数
の
推
移
、
水
質
検

査
の
報
告
お
よ
び
排
水
処
理

施
設
の
改
修
に
係
る
説
明
を

受
け
質
疑
。

　
12
月
１
日
に
県
の
担
当
者
か

ら
排
水
処
理
施
設
の
改
修
に

つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

◆
養
豚
場
の
買
収

　
町
に
よ
る
農
場
の
買
い
取
り

に
つ
い
て
、
10
月
27
日
に
行
わ

れ
た
農
場
の
譲
渡
先
事
業
者

と
の
交
渉
経
過
の
説
明
を
受

け
質
疑
。

　
相
手
先
か
ら
譲
渡
金
額
が

２
桁
億
円
に
な
る
と
提
示
さ

れ
た
。
引
続
き
交
渉
に
当
た
る
。

11
月
18
日

◆
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ

　
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
場
の

定
着
の
た
め
に
、
来
年
度
ク
ラ

ブ
を
立
ち
上
げ
る
。

◆
海
外
派
遣
事
業

　
２
年
間
実
施
で
き
な
か
っ
た

小
・
中
学
生
の
シ
ア
ト
ル
へ
の

派
遣
事
業
は
来
年
３
月
に
高

校
生
を
含
め
た
15
人
で
実
施

す
る
。

12
月
13
日

◆
選
挙
公
報

　
町
長
、
町
議
会
議
員
選
挙
に

お
け
る
選
挙
公
報
の
配
布
方

法
に
つ
い
て
、
郵
便
局
の
制
度

変
更
に
よ
り
、
従
来
の
よ
う
に

選
挙
期
間
中
に
各
世
帯
へ
の

配
達
が
出
来
な
く
な
っ
た
。

　
先
の
町
長
選
挙
で
は
新
聞
折

込
を
し
た
が
、
全
世
帯
へ
届
か

な
い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
。

　
自
治
会
へ
の
協
力
要
請
や
町

に
よ
る
雇
用
な
ど
に
よ
り
、
選

挙
期
間
中
の
全
戸
配
布
を
検

討
す
る
。

◆
畜
産
セ
ン
タ
ー
の
用
地
取
得

　
日
南
町
畜
産
セ
ン
タ
ー
は
昭

和
59
年
建
設
以
降
、
代
表
井

上
輝
之
氏
外
36
名
所
有
の
二

部
山
の
山
林
約
52
　
を
40
年

間
賃
借
し
て
い
る
。
｟
畜
舎
は

み
ら
い
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ー
ム

に
貸
与
中
｠
　
こ
の
度
畜
産
セ

ン
タ
ー
部
分
を
含
む
134
　
を
所

有
者
よ
り
売
却
し
た
い
と
要

望
が
あ
り
、
町
が
取
得
す
る
こ

と
で
合
意
し
た
。

12
月
20
日

◆
養
豚
場
の
買
収

　
町
長
か
ら
買
取
り
交
渉
を

打
切
り
、
農
場
の
譲
渡
を
受
け

た
事
業
者
と
環
境
保
全
に
係

る
協
約
書
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
に
入
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　
町
長
が
実
質
的
な
買
取
り

交
渉
を
１
回
も
す
る
こ
と
な

く
、
ま
た
議
会
や
陳
情
者
と
協

議
を
せ
ず
に
買
取
り
交
渉
の

打
切
り
を
独
断
し
た
こ
と
に

対
し
て
議
員
か
ら
批
判
が
多

く
出
さ
れ
た
。

◆
養
豚
場
の
排
水
問
題

　
12
月
12
日
に
鳥
取
県
と
町

が
合
同
で
実
施
し
た
立
ち
入

り
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
報
告
を
受
け
た
。

○
排
水
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、

適
正
な
汚
水
処
理
が
出
来
る

よ
う
必
要
な
施
設
設
備
の
改

修
が
行
わ
れ
て
い
る
。

○
畜
舎
も
順
次
、
老
朽
化
し

た
設
備
を
更
新
し
て
い
る
。

○
現
状
で
は
水
質
汚
濁
を
引

起
こ
す
要
素
は
見
ら
れ
な
い
。

○
事
業
継
承
さ
れ
て
飼
養
頭

数
が
増
え
た
と
き
に
改
め
て

立
ち
入
り
検
査
を
行
う
。

取
得
予
定
の
二
部
山
33
番
地

ha

ha
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防
災
対
策
事
業

５
０
万
円

　
コ
ロ
ナ
対
応
の
消
毒
用

ア
ル
コ
ー
ル
、
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
等
を
追
加
購
入

物
価
高
騰
対
策
事
業

４
１
７
２
万
円

　
物
価
高
に
対
応
す
る
た

め
、
全
町
民
に｢

た
っ
た
も

カ
ー
ド｣

ス
ペ
シ
ャ
ル
ポ
イ

ン
ト
を
１
万
ポ
イ
ン
ト
付

与

補
正
予
算

第
６
回 

臨
時
会

令
和
４
年
11
月
２
日

障
害
者
サ
ポ
ー
ト
事
業

５
４
万
円

　
排
泄
支
援
用
具(

ス
ト
マ

用
装
具)

の
高
騰
に
対
す
る

助
成
金

学
校
給
食
費
町
負
担
金
事
業

１
０
６
万
円

　
食
材
費
が
高
騰
し
て
い

る
た
め
一
食
あ
た
り
町
負

担
金
を
50
円
増
額

日
南
町
版
畜
産
経
営
緊
急

救
済
事
業

１
０
９
万
円

　
飼
料
価
格
等
の
高
騰
に

対
す
る
助
成

　議
場
で
の
論
戦
を
傍
聴
し
た
中
学
生

か
ら
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
難
し
い
話
だ
っ
た
け
ど
、
あ

ん
な
風
に
や
り
取
り
を
し
て
話

し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
よ
か
っ
た
。

　　
議
会
の
様
子
を
前
に
テ
レ
ビ

で
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
、

生
で
聞
い
て
難
し
い
予
算
の
話

な
ど
さ
れ
て
い
て
、
町
内
の
事

を
考
え
て
話
し
合
い
を
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
町
の
未
来
を
決
め
る
大
切
な

お
話
を
さ
れ
て
い
る
場
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

　
中
学
校
で
は
、
３
年
生
の
社

会
科(

公
民)

で｢

地
方
自
治｣

に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
事
前
学
習
と
し
て
２
年
生

が
日
南
町
議
会
の
傍
聴
を
行
い
、

来
年
度
の
学
習
へ
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
教
科
書

で
学
習
す
る
こ
と
も
必
要
で
す

が
、
実
際
に
見
た
り
聞
い
た
り

す
る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
が
深

ま
り
ま
す
。
今
回
の
傍
聴
は
、

良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

日
南
中
学
校
担
当
者

日南中学校2年生16人は、12月8日 町議会12月定例会の一般質問を議場で傍聴しました

日南中学校２年生が議会傍聴

エサ代高騰の中がんばる酪農家



　
　
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
し
な
く

て
も
自
由
に
使
え
る
予
算
の

枠
を
作
っ
て
欲
し
い
。

　
　
目
的
や
成
果
が
明
確
な

事
業
に
対
し
て
補
助
し
て
い

る
。

　
　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
に
つ
い

て
登
録
促
進
し
て
ほ
し
い
。

　
　
担
当
課
に
登
録
促
進
を

要
望
し
て
い
く
。

　
　
い
く
つ
も
あ
る
分
水
嶺

や
県
境
が
町
お
こ
し
の
材
料

に
な
ら
な
い
か
。

　
　
３
県
に
接
す
る
地
域
性

や
町
特
有
の
資
源
を
活
か
せ

る
案
内
看
板
等
の
確
認
を
行

い
、
観
光
振
興
を
進
め
る
。

　
　
決
算
審
査
意
見
で
地
域

担
当
職
員
の
役
割
が
曖
昧
で

機
能
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ

と
か
。
ま
た
、
残
業
代
は
出

す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
平
成
28
年
に
地
域
担
当

職
員
制
度
実
施
要
綱
が
定
め

て
あ
り
、
委
嘱
状
を
交
付
し

て
い
る
。
勤
務
時
間
外
に
参

加
し
た
場
合
は
令
和
４
年
４

月
か
ら
代
休
を
与
え
て
い

る
。

　
　
日
曜
日
も
電
話
し
た
ら

来
て
く
れ
る
交
通
手
段
が
欲

し
い
。

　
　
引
き
続
き
状
況
を
見
な

が
ら
住
民
の
声
を
反
映
す
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
バ
ス
停
の
こ
と
を
聞
い

た
ら
、
町
は
バ
ス
停
は
設
置

し
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

企
画
課
に
要
望
書
を
出
し
た

が
対
応
し
て
も
ら
え
な
か
っ

た
。

　
　
待
合
所
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
地
域
で
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
前
提
で
あ
る
が
、

修
繕
及
び
改
築
に
対
し
て
補

助
金
が
出
せ
な
い
か
検
討
し

て
行
く
。

　
　
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
と

い
っ
て
も
、
家
ま
で
入
れ
な

い
場
合
も
あ
る
。

　
　
家
ま
で
行
け
な
い
課
題

の
あ
る
ル
ー
ト
の
現
地
調
査

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
小
型
車
の
使
用
も
視
野

に
検
討
す
る
。

　
　
名
物
と
言
わ
れ
る
食
べ

物
が
あ
れ
ば
良
い
。

　
　
道
の
駅
を
中
心
に
特
産

品
開
発
に
努
め
る
。

　
　
タ
ク
シ
ー
は
早
朝
、
夜

間
及
び
日
曜
日
は
運
行
し
て

い
な
い
。
バ
ス
が
運
行
し
て

い
な
い
時
間
帯
に
タ
ク
シ
ー

運
行
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
現
段
階
で
は
難
し
い

が
、
事
業
者
に
引
き
続
き
要

望
し
て
い
く
。

　
　
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
は
令
和
５
年
度
は
ど

う
な
る
か
。

　
　
継
続
予
定
だ
が
、
内
容

に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

　
　
小
中
学
生
全
員
に
定
期

券
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
全

員
持
っ
て
い
る
な
ら
提
示
の

必
要
も
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　
　
町
外
の
子
供
と
区
別
す

る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

　
　
若
者
の
意
見
が
反
映
さ

れ
に
く
い
。

　
　
世
代
間
に
と
ら
わ
れ
ず

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
必
要
が
あ
る
。

　
　
お
試
し
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

制
度
の
活
用
を
常
設
し
て
ほ

し
い
。

　
採
用
情
報
が
ネ
ッ
ト
に
載

っ
て
い
な
い
。

　
　
来
年
度
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
活
か
し
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
を
設
け
る

予
定
で
あ
る
。
募
集
す
る
際

に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
の
J
o
i
n
に
掲
載
を

し
て
い
く
。

　
　
企
業
誘
致
を
進
め
て
ほ

し
い
が
、
議
会
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

　
　
企
業
誘
致
は
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
十
分
な
調

査
も
必
要
で
あ
る
。
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︻
議
会
︼

　
　
予
算
・
決
算
審
査
意
見

に
対
し
執
行
部
の
対
応
状
況

は
ど
う
な
の
か
。

議
会
は
結
果
が
出
る
ま
で
調

査
す
べ
き
。

　
　
予
算
・
決
算
審
査
特
別

委
員
会
で
前
年
度
の
審
査
意

見
対
応
に
つ
い
て
報
告
を
求

め
て
い
る
。

　
　
町
議
に
よ
る
役
場
職
員

に
対
す
る
パ
ワ
ハ
ラ
が
あ
る

と
聞
く
。
課
長
全
体
の
会
議

等
で
取
り
上
げ
職
員
へ
の
対

策
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
執
行
部
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
パ
ワ
ハ
ラ
の
事
案

は
な
か
っ
た
。

　
　
議
会
か
ら
町
の
将
来
に

つ
い
て
執
行
部
へ
提
案
し
て

ほ
し
い
。

　
議
会
と
町
行
政
は
住
民
の

為
に
互
い
に
両
輪
と
し
て
活

躍
し
て
ほ
し
い
。

　
　
町
の
発
展
の
た
め
引
き

続
き
努
力
す
る
。

︻
総
務
課
︼

　
　
役
場
に
相
談
に
行
っ
た

と
き
担
当
者
が
い
な
い
の
で

分
か
り
ま
せ
ん
と
他
人
事
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
た
。

　
　
町
民
の
問
い
合
わ
せ
等

に
対
し
て
、
丁
寧
な
対
応
を

行
う
よ
う
改
善
を
求
め
た
。

　
　
総
合
防
災
訓
練
の
日
に

町
人
会
を
計
画
さ
れ
て
い

た
。
連
絡
調
整
が
で
き
て
い

な
い
。

　
　
町
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
が
徹
底
す
る
よ
う
改

善
を
求
め
た
。

︻
企
画
課
︼

　
　
従
来
か
ら
あ
る
住
宅
地

に
移
り
住
む
と
新
た
な
自
治

会
・
班
付
き
合
い
が
始
ま
り

煩
わ
し
い
。

　
　
地
域
の
安
心
・
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
も
加
入
が

望
ま
し
い
。

　
　
子
ど
も
が
一
日
中
楽
し

め
た
り
、
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー

ム
が
出
来
る
公
園
が
欲
し

い
。

　
　
公
園
の
必
要
性
は
分
か

る
が
、
施
設
の
内
容
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
。

　
　
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
つ
い
て
の
方
針
は
あ

る
の
か
。

　
　
明
確
な
方
針
は
な
い
。

維
持
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
で
定
め

て
い
る
。

【意見交換会を行ったグループ】

・阿毘縁むらづくり協議会　７月22日

・食育推進協議会　　　　　７月27日

・商工会青年部　　　　　　11月17日

【議会報告会及び意見交換会を行った会場】

・総合文化センター　　　　11月１日

・石見地域振興センター　　11月２日

　令和４年度に開催しました議会報告会並び

に意見交換会でいただいたご質問やご意見に

ついて、各常任委員会や特別委員会で検討

し、その結果をまとめました。

問問問問問問 答答答答答答

問問問問問問 答答答答 答答

問問 問問答答答答

審
査
意
見
の
対
応
状
況

議
員
と
職
員
の
関
係

議
会
の
役
割

役
場
窓
口

イ
ベ
ン
ト
の
日
程
調
整

公
園

自
治
会
活
動

地
域
振
興
の
施
設
整
備

地
域
担
当
職
員

活
性
化
策

定
期
券

地
域
お
こ
し
協
力
隊

商
工
会
青
年
部
活
動

観
光
振
興

企
業
誘
致

空
き
家
バ
ン
ク

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

デ
マ
ン
ド
バ
ス

特
産
品
開
発

交
通
手
段

バ
ス
停

タ
ク
シ
ー
運
行

問問問問

問問問問問問 問問

答答答答

答答答答答答答答

問問 問問答答 答答

問問 問問 問問答答答答 答答

問問問問 答答答答 問問答答

議会報告会並びに意見交換会を開催

身近な話題を町政に

子どもが楽しめる公園（伯耆町）分水嶺のまち

道の駅町内特産品コーナー



従
業
員
の
給
料
ア
ッ
プ
や
待

遇
改
善
等
の
部
分
で
も
認
め

て
も
ら
え
る
こ
と
も
考
え
て

ほ
し
い
。

　
　
補
助
の
条
件
に
つ
い
て

県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　
稲
作
農
家
の
後
継
者
を

育
て
る
方
策
を
町
も
独
自
で

探
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
解
決
に
向
け
、
町
も
農

業
研
修
生
制
度
や
親
元
就
農

制
度
に
取
組
ん
で
い
る
。

　
　
水
田
活
用
交
付
金
は
、

５
年
間
水
張
り
を
し
な
い
水

田
は
除
外
さ
れ
る
の
か
。

　
　
国
の
方
で
も
議
論
に
な

っ
て
い
る
。
ま
だ
最
終
決
定

と
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
町
有
林
皆
伐
の
収
支
決

算
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
皆
伐
再
造
林
の
収
支
は

補
助
金
も
あ
り
、
黒
字
で
あ

る
。

　
　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
企
業

誘
致
の
進
捗
状
況
報
告
が
全

く
な
い
。

が
弱
い
。
仁
多
米
の
よ
う
に

日
南
米
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を

作
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が

自
社
ブ
ラ
ン
ド
名
を
付
け
て

販
売
し
て
お
り
、
日
南
米
ブ

ラ
ン
ド
の
一
本
化
は
現
状
で

は
難
し
い
。

　
　
農
業
で
何
も
か
も
値
上

が
り
し
て
い
る
。
肥
料
の
値

上
が
り
で
経
営
が
き
び
し

い
。

　
　
国
、
県
、
町
も
資
材
高

騰
対
策
の
助
成
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
が
ん
ば
る
農
家
プ
ラ
ン

は
、
機
械
購
入
に
際
し
て
規
模

拡
大
が
条
件
に
な
っ
て
い
る
。

︻
住
民
課
︼

　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

汚
水
問
題
に
つ
い
て
、
町
及

び
議
会
は
ど
う
解
決
す
る
の

か
。

　
　
議
会
は
養
豚
場
の
操
業

中
止
の
陳
情
を
採
択
し
た
。

引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
。

　
　
高
齢
者
を
は
じ
め
、
誰

に
で
も
ゴ
ミ
の
分
別
が
分
か

る
よ
う
に
広
報
活
動
が
必
要

と
思
う
。

　
　
引
き
続
き
町
報
等
で
広

報
を
す
る
。

　
　
西
部
広
域
の
ご
み
処
理

広
域
化
の
構
想
は
見
直
し
た

方
が
良
い
の
で
は
。
ご
み
を

燃
や
す
の
は
時
代
遅
れ
で
は

な
い
か
。

　
　
各
市
町
村
の
焼
却
施
設

は
老
朽
化
し
て
い
る
。
西
部

広
域
で
建
設
す
る
方
針
が
決

定
し
、
令
和
14
年
度
稼
働
に

向
け
て
具
体
的
に
動
き
出
し

て
い
る
。

　
　
日
南
町
は
希
少
植
物
の

宝
庫
で
あ
る
。
希
少
植
物
保

護
に
つ
い
て
、
い
く
ら
町
に

言
っ
て
も
動
い
て
く
れ
な

い
。

　
　
希
少
植
物
保
護
は
、
町

全
体
で
の
取
り
組
み
を
促
し

て
い
く
。

　
　
新
石
見
小
水
力
発
電
所

の
水
路
を
度
々
修
繕
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
か
け
た
経
費

は
い
く
ら
掛
か
っ
た
の
か
。

収
益
は
出
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
27
年
か
ら
７
年
間

の
累
計
は
、
約
７
百
万
円
の

赤
字
で
あ
る
。
但
し
、
令
和

２
年
度
の
収
支
は
約
９
百
万

円
の
黒
字
で
あ
っ
た
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
た

め
、
現
段
階
で
は
必
要
と
考

え
る
。

︻
農
林
課
︼

　
　
農
地
耕
作
放
棄
地
は
、

町
が
管
理
し
て
耕
作
出
来
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
農
地
中
間
管
理
機
構
で

対
応
が
可
能
。

　
　
山
、
田
な
ど
の
相
続
放

棄
が
起
き
て
く
る
。
安
易
に

町
が
土
地
の
寄
付
を
引
き
受

け
る
べ
き
で
な
い
。

　
　
土
地
の
寄
付
の
受
け
入

れ
は
、
寄
附
採
納
審
査
委
員

会
で
審
査
し
て
い
る
。

　
　
日
南
町
は
、
米
の
Ｐ
Ｒ

　
　
進
出
事
業
者
が
撤
退
し

た
た
め
中
止
と
な
っ
た
。

　
　
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
で
、

町
民
に
も
開
か
れ
た
講
座
を

作
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
町
の
取
り
組
ん
で
い
る

木
育
や
林
業
体
験
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
住

宅
整
備
の
件
に
つ
い
て
、
議

会
で
の
意
見
を
伺
い
た
い
。

　
　
町
営
の
空
き
住
宅
も
多

く
、
専
用
の
新
築
住
宅
の
必

要
性
を
感
じ
な
い
。

　
今
あ
る
施
設
や
空
き
家
を

活
用
し
た
対
応
が
望
ま
し
い

と
意
見
集
約
し
た
。

︻
建
設
課
︼

　
　
地
籍
調
査
の
状
況
は
。

　
　
６
月
現
在
37
％
実
施

済
。
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

｟
航
空
測
量
｠
も
活
用
し
事

業
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
町
内
に
住
み
た
く
て
も

収
入
が
多
い
と
町
営
住
宅
に

入
れ
な
い
。
収
入
が
多
く
て

も
入
れ
る
特
公
賃
住
宅
を
要

望
す
る
。

　
　
現
時
点
で
は
、
町
営
の

特
公
賃
住
宅
整
備
は
計
画
し

て
い
な
い
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
の
整

備
と
町
営
住
宅
の
特
公
賃
で

の
運
用
を
検
討
す
る
。

　
　
町
営
住
宅
に
入
居
者
が

手
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
良
い
。

　
　
退
去
す
る
時
に
原
状
復

帰
で
き
る
程
度
の
改
修
は
、

届
け
出
を
条
件
に
認
め
て
い

る
。

　
　
移
住
者
は
空
き
家
を
好

む
が
、
町
内
の
若
者
は
賃
貸

を
望
む
。

　
　
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
住
宅
政
策
に

活
か
す
。

　
　
不
動
産
業
者
や
町
が
空

き
家
を
買
い
取
り
、
整
備
し

て
貸
付
け
る
事
例
も
あ
る
。

　
　
現
在
、
山
里
Ｌ
ｏ
ａ
ｄ

に
ち
な
ん
が
空
き
家
を
１
軒

借
り
上
げ
改
修
の
準
備
中
で

あ
る
。
来
年
度
も
引
き
続
き

実
施
す
る
方
向
で
検
討
中
。

︻
福
祉
保
健
課
︼

　
　
百
歳
体
操
の
助
成
金
は

い
つ
ま
で
継
続
す
る
の
か
。

　
　
令
和
５
年
度
も
継
続
す

る
。

︻
教
育
課
︼

　
　
町
独
自
の
特
色
あ
る
教

育
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
小
人
数
学
級
を
活
か
し

た
教
育
を
進
め
る
。

　
　
バ
ス
停
で
子
供
の
見
守
り

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い

る
が
、
当
初
学
校
側
か
ら
１
人
つ

け
る
条
件
だ
っ
た
の
に
参
加
し
て

も
ら
え
て
い
な
い
。
学
校
側
の
責

任
者
の
参
加
が
な
い
と
何
か
あ
っ

た
時
に
処
理
で
き
な
い
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
学
校
の
信
頼
関
係
は
欠

如
し
て
い
な
い
か
。

　
　
教
員
１
名
の
配
置
の
約

束
は
な
い
が
、
今
後
Ｃ
Ｓ
サ

ポ
ー
タ
ー
の
連
絡
協
議
会
で

協
議
す
る
。

︻
病
院
︼

　
　
病
院
を
狙
っ
た
Ｐ
Ｃ
ウ

イ
ル
ス
｟
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
｠
に
日
南
病
院
も
対
策

を
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
３
つ

ぐ
ら
い
取
っ
て
お
け
ば
よ
い

の
で
は
。

　
　
日
南
病
院
で
は
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
確
実
に
実

施
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
も
多
く
の
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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カンファト住宅

　お
詫
び
と
訂
正

　令
和
４
年
10
月
発
行
の

﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
、
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

訂
正
箇
所

P4
﹁
簡
易
水
道
事
業
の
資
本

　

  

的
収
支
﹂

・
決
算
歳
入
総
額

誤
︶
7
5
9
7
万
0
千
円

正
︶
7
5
9
万
7
千
円

P3
﹁
た
っ
た
も
カ
ー
ド
地
域
・

　
　内
経
済
循
環
対
策
事
業｣

誤
︶
2
2
5
0
万
円

正
︶
2
2
5
万
円
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に
ち

な
ん

議
会

だ
よ

り

　新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　ク
リ
ス
マ
ス
寒
波
に
よ
る
大
雪
と

な
り
、
連
日
の
雪
か
き
に
よ
り
正
月

の
準
備
も
ま
ま
な
ら
ず
、
い
つ
も
よ

り
慌
た
だ
し
い
年
末
を
過
ご
さ
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　コ
ロ
ナ
に
よ
る
行
動
制
限
が
撤
廃

さ
れ
た
こ
と
で
特
急
の
発
着
に
合
わ

せ
、
帰
省
客
で
生
山
駅
も
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　政
府
は
﹁
全
国
ど
こ
で
も
誰
も
が

快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
﹂
を
目
標
に

掲
げ
た
。
選
ば
れ
る
地
域
と
し
て
魅

力
と
活
力
あ
る
町
へ
の
取
り
組
み
が

重
要
視
さ
れ
、
後
継
者
、
移
住
定
住
、

人
口
減
少
等
、
諸
問
題
解
決
の
糸
口

に
な
る
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　近
藤
仁
志

　記

発
行
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者
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本
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藤
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志
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代
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木
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三
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インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる
子
ど
も
の
頃
か
ら
祖
父
を
手
伝
う

　小
学
校
低
学
年
か
ら
祖
父
の
米
作
り

を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
田
植
え
や
稲

刈
り
な
ど
で
色
ん
な
作
業
を
覚
え
、
中

学
生
の
頃
に
は
ト
ラ
ク
タ
ー
で
田
起
こ

し
な
ど
も
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
を
卒
業
し
て
孫
タ
ー
ン

　農
業
の
勉
強
を
す
る
た
め
日
野
高
校

を
選
択
し
、
卒
業
し
て
す
ぐ
日
南
町
へ

孫
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。
両
親
の
元
を
離

れ
て
、
祖
父
母
と
愛
犬
の
チ
ャ
コ
と
一

緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
就
職
活
動
で

は
㈱
エ
イ
ト
の
社
長
の
息
子
さ
ん
に

﹁
う
ち
は
福
利
厚
生
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
か
ら
﹂
と
口
説
か
れ
、
祖
父
母
の

家
か
ら
近
く
て
通
勤
に
も
便
利
な
の
で

選
び
ま
し
た
。

農
業
も
機
械
の
整
備
も
除
雪
も

　夏
場
の
農
業
で
は
稲
作
と
ト
マ
ト
を

し
て
い
ま
す
。
稲
作
で
は
入
社
し
て
か

ら
水
田
の
水
見
も
勉
強
し
て
い
ま
す
。

難
し
い
で
す
。
ト
マ
ト
栽
培
は
責
任
者

の
安
達
悠
さ
ん
︵
議
会
だ
よ
り
第
166
号

参
照
︶
に
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
わ
り

な
が
ら
育
て
て
い
ま
す
。

手
間
を
か
け 

育
て
る
喜
び 

胸
躍
る

　農
業
機
械
の
整
備
も
覚
え
、
コ
ン
バ

イ
ン
を
分
解
し
、
掃
除
、
部
品
交
換
な

ど
も
し
て
い
ま
す
。

　大
型
特
殊
や
車
両
系
建
設
機
械
の
免

許
も
取
り
ま
し
た
し
、
冬
場
は
地
域
の

た
め
に
除
雪
に
取
組
み
ま
す
。

若
者
に
農
業
を
伝
え
る
に
は

　農
業
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
日
南
町

に
来
て
も
ら
っ
て
手
作
業
も

機
械
も
実
際
に
農
業
を
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
と
こ
れ
か
ら
の
時
代
Ｉ
Ｃ

Ｔ
が
重
要
で
す
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
田

植
え
機
な
ど
を
使
え
ば
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
負
担
を
減
ら

せ
ま
す
。

農
業
の
魅
力

　農
業
の
魅
力
は
や
は
り
手

間
を
か
け
て
育
て
て
い
く
こ

と
で
す
。
肥
培
管
理
、
誘
引
、

摘
果
な
ど
、
手
を
抜
い
て
は

良
い
作
物
は
で
き
ま
せ
ん
。

将
来
は

　将
来
は
家
族
を
も
っ
て
日
南
町
で
暮

ら
し
、
阿
毘
縁
地
域
一
帯
を
㈱
エ
イ
ト

と
と
も
に
守
る
よ
う
な
農
家
に
な
り
た

い
で
す
。

初めての除雪にのぞむ

　
　
　

山
本

　青
空
さ
ん
︵
下
阿
毘
縁
︶

そ

　

  

ら


